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Ⅰ 視覚障害の早期発見・支援の重要性 （田中  良広） 58 
Ⅱ 視覚器官（眼球）の構造と機能 （田中  良広） 61 
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B「聴覚障がい児・盲ろう児の発達支援テキスト」＜実践編＞（予定） 
 
目次 
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Ⅰ 幼小児の聴覚障害を取り巻く近年の社会情勢の変化（黒田  生子） 56 
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Ⅳ 聴覚障がい乳幼児の発達支援の考え方 （黒田 生子） 74      
第３章 臨床発達支援の実際 
Ⅰ 臨床発達支援の目的と一般的枠組み （黒田  生子）80 
 Ⅱ 0 歳からのコミュニケーションと日常生活をベースにした発達支援 
Ⅱ-1 発達支援の第１ステージ（前言語期前期） （黒田  生子） 84 
Ⅱ-2 発達支援の第２ステージ（前言語期後期） （黒田  生子） 95 
Ⅱ-3 発達支援の第３ステージ（1語文期） （黒田  生子） 104 
Ⅱ-4 発達支援の第 4ステージ（構文獲得前期） （黒田  生子)  114 
Ⅱ-5 発達支援の第５ステージ（構文獲得発展期） （黒田  生子） 122 
Ⅱ-6 発達支援の第６ステージ（書記言語の運用開始記） （黒田  生子）131 
Ⅲ クリニックでの構造的な言語獲得支援・構音獲得支援 
Ⅲ-1 聴覚障がい児の就学期以降の構造的言語獲得支援 （森  つくり） 135 
Ⅲ-2 聴覚障がい児の構音発達と獲得支援 （森  つくり） 145 
Ⅳ 聴覚特別支援（ろう）教育現場の乳幼児相談 （関根久美子）153 
Ⅴ 感覚器の障害と発達障害を併せ持つ子どもの支援 
Ⅴ-1 聴覚障害と発達障害を併せ持つ子どもの特性と支援 （森  つくり） 163 
Ⅴ-2 視覚障害と発達障害を併せ持つ子どもの特性と支援 （星原  徳子） 170 
Ⅵ 盲ろう（視覚聴覚二重障がい）乳幼児の発達支援 
Ⅵ-1 聴覚障がい児支援をベースにした考え方 （黒田  生子） 177 
Ⅵ-2 視覚障がい児支援をベースにした考え方 （林   京子） 186 
Ⅶ 青年期以降の社会適応上の問題点と乳幼児期に考えるべきこと 
Ⅶ-1 聴覚障がい児の場合 （黒田  生子） 195 
Ⅶ-2 視覚障がい児の場合 （星川じゅん） 198 

 


